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報 告           第 13回全国研究【金沢】大会 

産学官民協働による地域活力創出 

―学会と地域の融合をめざした“金沢まちなか分科会”― 

池田 幸應（金沢星稜大学） 

 

第 13回全国研究大会が 2014年 7月 12日(土)及び

13 日(日)の 2 日間の日程で、北陸地方で初めて、金

沢星稜大学及び金沢市中心市街地域において開催さ

れた。両日に亘り学会員をはじめ、多数の地域政策

に取り組む産学官、そして大学教職員・学生、地域

関係者を含め、約 190 名の参加者を数えた。公開特

別講演・シンポジュウムをはじめ、個別報告、各分

科会において、積極的な地域活力創出に向けた議論

が交わされたことは、非常に意義深く、これからの

地域政策の在り方に、また一つ大きな布石を打つこ

とができたものと考えられる。 

石川県は、2011 年 6 月、「能登の里山里海」が世

界農業遺産に認定され、能登の豊かな地域資源と

人々の暮らしが高く評価されている一方、少子高齢

化、過疎化等も大きな地域課題となっており、これ

らに対しても石川県の 20 高等教育機関の集積とい

う特色を活かし、一般社団法人大学コンソーシアム

石川「地域課題研究ゼミナール支援事業」や金沢市

「学生のまち・金沢」関連事業等においても、学生

の積極的な地域連携活動が推進されており、地域－

大学間連携先駆モデル地域と言える。会場となった

金沢星稜大学も、「誠実にして社会に役立つ人材の育

成」を建学の精神として 1932 年 10 月に創設された

稲置学園の総合的な人間教育の一環として、1967 年

に設立され、北陸地域を中心に継続的に地域人材を

輩出してきた。 

地域には、解決されるべき様々な課題があり、こ

れらに対しグローカルな視点で産学官民が協働して

取り組むことが、これからの国際社会、地域社会に

とって不可欠である。現在、大学の社会に対する使

命がより明確化され、文科省「COC 構想」や総務省

「域学連携」事業など、大学教員の学際的研究に加

え、学生たちのアクティブラーニングの側面からも、

地域の諸課題に産学官民協働で積極的に取り組むこ

とが望まれている。 

今回のメインテーマは、前回の【京都】大会から

バトンをつなぎ、目指すべき地域活力創出の方向性

を模索するため「産学官民協働による地域活力創出」

と設定された。 

初日の公開特別講演では、山野之義 氏（金沢市長）

より、「10 年後の金沢」をテーマに、これまでの歴

史や伝統文化に培われた金沢市の新しいまち創造の

施策についてビジョンが提示され、更にシンポジュ

ウムでは、圓入由美 氏（文部科学省初等中等教育局

国際教育課外国語教育推進室長）、後藤 勝 氏（総

務省自治行政局地域力創造グループ人材力活性化・

連携交流室係長）、寺坂 公佑 氏（石川県企画振興部

課長）から国、地方自治体の施策が示され、富野暉

一郎 氏（龍谷大学政策学部教授）からも京都での先

駆的事例を基に域学連系の課題や指針について提起

がなされた。また、各分科会を“金沢まちなか分科会”

とし、“学都”金沢市の中心市街地域の各公共施設に

おいて開催したことで、参加者に金沢の町並みと市

政の一端を直接感じる機会を提供し、学会での議論

をより深めることができたものと考えられる。 

最後に、本大会に際して石川県、金沢市、一般社

団法人大学コンソーシアム石川､公益財団法人金沢

コンベンションビューロー等、そして関係者の皆様

に多大なご支援・ご協力を賜りました。ここ記して

深く感謝を申し上げます。 
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当日の様子 

 

 

【写真】 開催校：金沢星稜大学 

 

 

【写真】 学会長挨拶  吉田 俊幸 氏 

 

 

【写真】 公開特別講演  金沢市長 山野之義 氏 

 

 

 

 

【写真】 第１分科会（しいのき迎賓館） 

 

 

【写真】 第５分科会（金沢学生のまち市民交流館） 

 

 

【写真】 第５分科会：討論の様子 
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第 13回 全国研究【金沢】大会概要 
 

主 催  日本地域政策学会 

共 催  金沢星稜大学 

後 援  石川県、金沢市、一般社団法人大学コンソーシアム石川､石川県商工会議所連合会、 

     石川県商工会連合会、公益財団法人金沢コンベンションビューロー 

開催日  2014 年 7 月 12 日（土）～13 日（日） 

会 場  【１日目】金沢星稜大学 稲置記念館 2 階「星稜フォーラム」、本館 1～2 階 

     【２日目】金沢市内各公共施設〔石川県政記念しいのき迎賓館、近江町交流プラザ、 

          金沢市文化ホール、石川県社会福祉会館、金沢学生のまち市民交流館、 

          石川四高記念文化交流館〕 

 

１．公開特別講演・シンポジウム  7 月 12 日（土） 14:00～17:45 

（１）会長挨拶    14：00～14：05 

吉田 俊幸 氏（財団法人農政調査委員会理事長、元高崎経済大学学長） 

（２）開催校挨拶   14：05～14：10 

宮﨑 正史 氏（金沢星稜大学学長） 

（３）来賓挨拶    14：10～14：15 

黒野 嘉之 氏（石川県企画振興部長） 

（４）公開特別講演  14：20～15：20 

「“10 年後の金沢”～まちのちからプラス計画～」 

山野 之義 氏（金沢市長） 

（５）シンポジウム  15：30～17：45 

「産学官民協働による地域活力創出」 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：池田 幸應 氏（金沢星稜大学人間科学部教授） 

報 告 者：第１報告「成長分野等における中核的専門人材養成」 

圓入 由美 氏（文部科学省初等中等教育局国際教育課外国語教育推進室長） 

            第２報告「域学連携・地域おこし協力隊の挑戦」 

後藤  勝 氏（総務省自治行政局地域力創造グループ人材力活性化・連携交流室係長） 

            第３報告「石川県における大学と地域との連携」 

寺坂 公佑 氏（石川県企画振興部課長） 

            第４報告「京都の先進的試み―域学連携」 

富野 暉一郎 氏（龍谷大学政策学部教授） 

            質疑応答＆意見交換 

ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ：大宮  登 氏（高崎経済大学地域政策学部教授） 

２．分科会（“金沢まちなか分科会”）  7 月 13 日（日）9：30～12：15 

※詳細につきましては、後頁をご覧ください。 

３．個別報告   個別報告① 7 月 12 日（土） 9：15～11：45 

個別報告② 7 月 13 日（日）13：30～16：00 

※詳細につきましては、後頁をご覧ください。 
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第１分科会　（都市）

人口減少時代の都市再生策　その広範な課題の背景を探る 　　座長：　山下　博樹（鳥取大学）

第一報告 　地域公共交通政策におけるタクシー交通の活用について 新保　正夫 前橋市役所

第二報告 　地域教育と都市政策の関係 三橋　浩志 文部科学省

第三報告
　人口減少時代を迎えて選別される郊外住宅地
　　　　　―「夢のマイホーム」に潜む新たな問題―

佐藤　英人 高崎経済大学

第四報告
　再家族化による都市人口再生策
　　　　　―あるべき知識情報社会の構築を目指して―

戸所　隆 高崎経済大学

討論コーディネーター：山下博樹（鳥取大学）　　　　　
総括・企画 　 　　  ：山下博樹（鳥取大学）　　　　　

第２分科会　（農業・農村）

農政改革が水田農業再編に与える影響

第一報告 　農政改革と北陸の水田農業 酒井　富夫 富山大学

第二報告 　農政改革と担い手経営 竹本　敏晴 たけもと農場

第三報告 　農政改革と能登の水田農業 北風　八紘 煌輝奥能登株式会社

コメンテーター：大泉一貫（宮城大学）、西川邦夫（茨城大学）
総括・企画　　：吉田俊幸（財団法人農政調査委員会）

第３分科会　（政治・行政）

地方議会改革

第一報告 　地方分権改革と地方議会改革 井川　博 政策研究大学院大学

第二報告 　地方議会改革と地方選挙 丹羽　功 近畿大学

第三報告 　前橋市議会における議会改革の取り組み 中島　資浩 前橋市議会議員・元議長

司会・総括：増田　正（高崎経済大学）
討　論    ：福沢真一（常磐大学）、桑原英明（中京大学）
　　
企　画    ：井川　博（政策研究大学院大学）、桑原英明（中京大学）

第４分科会　（医療・福祉・行政） 石川県社会福祉会館　4階中ホール

地域福祉計画の意義と今後の展望　―地域福祉計画はどうあるべきか―

第一報告 　市町村行政における地域福祉計画の意義とその検証 石川　利樹 七尾市役所

第二報告 　地域福祉計画と地域福祉活動計画の一体化の意義とその検証 内　慶瑞 金城大学

第三報告 　地域福祉計画の社会政策的な視点からの評価 西村　正広 愛知大学

　　　青木　茂（新潟医療福祉大学）、丸田秋男（新潟医療福祉大学）、渡邉敏文（新潟医療福祉大学）
コメンテーター：細井雅生(高崎経済大学)
総括・企画　　：渡邉敏文（新潟医療福祉大学)

第５分科会　（産学官民連携） 金沢学生のまち市民交流館　交流ホール

産学官民協働による地域づくり

第一報告 　学生の活力をまちづくりに活かす
東　利裕
城　祥子

金沢市市民局
金沢まちづくり学生会議

第二報告 　学生主体の地域活力創出への取り組み 松下　重雄 金沢大学地域連携センター

第三報告 　京都府北部地域における地域活力創出に向けて 牧野　和人
一般社団法人

京都北部地域・大学連携機構

討　論        ：大宮　登（高崎経済大学）
コメンテーター：鹿野　勝彦（金沢大学）、 白石　克孝（龍谷大学）
　　
企　画        ：池田　幸應（金沢星稜大学）

　　座長：　渡邉　敏文（新潟医療福祉大学）
　　　　　　熊澤　利和（高崎経済大学）

石川県政記念　しいのき迎賓館　3階セミナールームＢ

分　   科　   会

2014年 7月 13日（日）9：30～12：15

　　座長：　池田　幸應（金沢星稜大学）

討　論　　　　：西村正広（愛知大学)、内慶瑞（金城大学）、石川利樹（七尾市役所)、熊澤利和（高崎経済大学）、細井雅生（高崎経済大学）

　　座長：　吉田　俊幸（財団法人農政調査委員会）
      　　  平林　光幸（農林水産政策研究所）

近江町交流プラザ　まなびぃ広場　4階集会室

　　座長：　井川　博（政策研究大学院大学）
　　　　　　桑原　英明（中京大学）

金沢市文化ホール　3階大会議室
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第１部会 　行　　政 金沢星稜大学　本館A１１

時間 司会 テーマ 発表者 所属

9：15～ 9：45
市町村合併と旧小規模自治体の国際交流
　―鹿児島県内合併自治体の事例研究―

片野田　優子 鹿児島大学大学院

9：45～10：15 産炭地域振興政策の形成過程　―茨城県北茨城市を事例として― 平　将志 新潟大学大学院

10：15～10：45
自治体文化芸術政策の構造に関する研究
　―芸術文化振興と他の政策分野との連携の実態を中心に―

竹内　潔
政策研究大学院大学

日本学術振興会

10：45～11：15 地域政策としての事業承継支援 石川　和男 専修大学

11：15～11：45
自治体におけるファンド創設による施策の推進について
　～石川県の事例による考察～

細川　喜孝 石川県農林水産部

第２部会 　人材育成・活性化 金沢星稜大学　本館A２１

時間 司会 テーマ 発表者 所属

9：15～ 9：45
学生が協働を促す地域活性化活動の可能性
　―総務省域学連携事業における京丹後市での取組―

沼田　翔二朗 高崎経済大学大学院

9：45～10：15
大学の科学技術および科学人材育成が地域政策に関与するモデルケースの検
証

内山　大史 弘前大学　地域共同研究センター

10：15～10：45 地域の情報的価値と地域活性化 藤本　理弘 高崎商科大学

10：45～11：15 新聞販売業の地域貢献活動　―可能性と課題― 青山　一郎 株式会社　ペーパーメディア研究所

11：15 終了

第３部会 　産　　業 金沢星稜大学　本館A２２

時間 司会 テーマ 発表者 所属

9：15～ 9：45
地域産業集積の構造転換と組織間連携の多様化
　―長野県・諏訪地域を事例にして―

佐藤　充 法政大学大学院

9：45～10：15
伝統的工芸品の継承をめぐる課題と方向
　―信州打刃物（長野県信濃町）の実情から―

古平　浩 追手門学院大学

10：15～10：45 産地問屋の後継者育成と産地内分業の関係性 白蓋　由喜 法政大学大学院

10：45～11：15 北陸を元気にする地域企業ネットワーク　～人と組織の活性化をめざして～ 平野　禎幸 かが経営コンサルティング

11：15～11：45 中小水産加工業者の事業展開 久保田　典男 島根県立大学

第４部会 　コミュニティ 金沢星稜大学　本館A２３

時間 司会 テーマ 発表者 所属

9：15～ 9：45 住民救急の研究　～タイにおける住民救急からの示唆～ 山本　耕士 関西大学大学院

9：45～10：15 「暮らし遺産」を受け継ぐ　―子どもの参画による古民家再生の試み― 中島　智 東京立正短期大学

10：15～10：45 新潟市における地域コミュニティ協議会の現状と課題に関する調査研究 青木　茂 新潟医療福祉大学

10：45～11：15
震災復興・コミュニティ再生と中間支援システムの構造化
　―浪江町・復興支援員の展開過程をもとに―

櫻井　常矢 高崎経済大学

11：15～11：45 地域コミュニティの再生過程と政策的評価に関する研究 渡邉　敏文 新潟医療福祉大学

第５部会 　環境・交通 金沢星稜大学　本館A２４

時間 司会 テーマ 発表者 所属

9：15～ 9：45
廃棄物政策の日韓比較分析
　―一般廃棄物処理と小型家電リサイクルを中心に―

齋藤　優子
日本学術振興会

東北大学

9：45～10：15
自動車リサイクル制度運用におけるモニタリングシステムの実態分析
　―日韓比較を中心に―

劉　庭秀 東北大学

10：15～10：45 ロジック・モデルを用いた地下水保全・再生施策の評価指標の構築 林　健一 中央学院大学社会システム研究所

10：45～11：15 上信電鉄の乗り合いバスの変遷と路線バス政策の課題 石関　正典 高崎経済大学大学院

11：15～11：45 人口減少時代における一般道路整備に関する一考察 味水　佑毅 高崎経済大学

片亀　光
（環境カウンセラーズ

ぐんま）

新保　正夫
（前橋市役所）

個　別　報　告　（1日目）

2014年 7月 12日（土）　9：15～11：45

井川　博
(政策研究大学院

大学)

佐藤　公俊
(高崎経済大学）

大宮　登
(高崎経済大学）

三橋　浩志
（文部科学省）

北島　啓嗣
（福井県立大学）

高力　美由紀
（宮城大学）

熊澤　利和
(高崎経済大学）

櫻井　常矢
(高崎経済大学）
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第６部会 　行　　政 石川県政記念　しいのき迎賓館　3階セミナールームA

時間 司会　 テーマ 発表者 所属

13：30～14：00 大都市制度の政策転換に関する実証研究 爲我井　慎之介 高崎経済大学大学院

14：00～14：30
公共施設へのネーミングライツの導入とスポンサーの地域貢献
　―徳島県を事例として―

畠山　輝雄 鳴門教育大学

14：30～15：00 基礎自治体の業務継続計画（BCP)における業務継続管理（BCM) 陸川　貴之 関西大学大学院

15：00～15：30 行政サービスごとにみる市町村の効率的な規模 中村　匡克 高崎経済大学

15：30 終了

第７部会 　観　　光 石川県政記念　しいのき迎賓館　3階セミナールームＢ

時間 司会　 テーマ 発表者 所属

13：30～14：00
高知県四万十川流域の観光資源のブラッシュアップ推進によるグリーンツーリズムの
可能性

若林　憲子 高崎経済大学　地域政策研究センター

14：00～14：30 医療観光による地域活性化の可能性　－徳島県の事例分析よりー 那須野　育大 中央大学　政策文化総合研究所

14：30～15：00 聴覚障がい者の旅行行動に影響する個人特性 田中　絵里子 日本大学

15：00～15：30 東京近郊都市におけるコンテンツ観光誘致と地域活性化施策 軍司　聖詞 早稲田大学　日米研究機構

15：30～16：00
インバウンド観光による地域活性化と国際交流
　－広島県北広島町の取り組みを事例として－

李　良姫 東亜大学

第８部会 　福祉／経営・ビジネス 石川四高記念文化交流館2階　多目的利用室３

時間 司会　 テーマ 発表者 所属

13：30～14：00 中小企業診断士によるプロボノ活動に関する一考察 川村　悟 中小企業診断士

14：00～14：30
コミュニティビジネスとしての配食事業の特徴と課題
　―高齢者生活協同組合の取り組みを事例として―

小柴　有理江 農林水産政策研究所

14：30～15：00 マレーシアのクルアン市における健康調査 萩原　潤 宮城大学

15：00～15：30 地域住民の食生活意識の自立と向上のための地域栄養学研究 中山　優子 桐生大学

15：30～16：00 行政政策としての住民参画型バリアフリー施策の効果と影響に関する研究 長野　博一 荒川区役所

第９部会 　農業・農村経営 石川四高記念文化交流館2階　多目的利用室４

時間 司会　 テーマ 発表者 所属

13：30～14：00 自然農法の源流と主要グループの特性分析 藤井　雅雄 立命館大学大学院

14：00～14：30 豪雪山村における地域資源利用の変容と地域社会の役割 佐藤　真弓 明治大学

14：30～15：00
産学官連携による6次産業人材育成の課題と可能性
　〜日英比較による教育機関の果たす機能に着目して〜

市村　雅俊 公立大学協会

15：00 終了

個　別　報　告　（２日目）

2014年 7月 13日（日）　13：30～16：00

桑原　英明
（中京大学）

増田　正
（高崎経済大学）

伊佐　良次
（高崎経済大学）

林　秀司
（島根県立大学）

坪井　明彦
（高崎経済大学）

渡邉　敏文
（新潟医療福祉

大学）

片岡　美喜
（高崎経済大学）

村山　元展
（高崎経済大学）


